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ご 挨 拶

名城同窓会ニュースの発行にあたり、ご挨拶申し上げます。今年度新しく同窓会に入会されました卒業生
の皆様、ご卒業おめでとうございます。進学されます皆様、新しい学びの場では、学問ばかりではなく、多く
の人達との出会いを大切にしてください。名城大学附属高等学校生としての誇りを胸に、大きな希望を持っ
て、益 ご々活躍されますことに期待いたします。
附属高等学校はＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）指定校としての活躍等、生徒の夢を育む愛知

県下ナンバーワンの私立高等学校になってまいりました。それは「名城育ちの達人を社会に送り出す」等の
第一歩になることであり、また社会に出てからの活躍が大いに発揮される原動力を養うことになるのです。
これから先の人生、何事においても感謝する心を忘れずあらゆる物事に温かい思いやりと優しい心を忘れ
ずに、周りの人達に優しさを分け与えることができる大人へと成長していけるように、これからの素敵な人生
を送ってください。
同窓会は様 な々場面で母校への貢献を行っております。在校生には、生徒会への援助、高校総体、国体

出場の際の激励金給付等を長年行っております。また、名城オリンピック時に熱中症対策としてスポーツド
リンクの給付も続けています。頑張って活動する皆さんを援助させていただくことに喜びを感じます。
同窓会の催しとしては、コロナ禍の中ではありましたが、十分な感染対策を行いながら、11月には、附属

高等学校大会議室に卒業生（同窓生）の加藤敦揮氏を迎え、「現代の成長戦略　～　ハレとケ　～」とい
うテーマで文化講演会を開催させていただきました。多くの同窓生が聴講し、活発に質疑が行われました。
今後も文化講演会は継続して開催する予定にしております。
さて、私こと今年3月31日任期満了につき会長を退任することになりました。3期12年の長きにわたり大過

なくその任を果たせましたのも、ひとえに会員皆様のご厚情の賜物と心より感謝いたしております。90周年
記念総会を盛大に催すことができたことは良き思い出であります。本当にありがとうございました。
名城大学附属高等学校の益々の発展に向け、後藤健太郎新会長のもと次期同窓会役員一同も頑張って

くれることを確信しております。今後も引き続き会員の皆様のお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

名城大学附属高等学校同窓会

会 長　武　村　　　學　

【第15期　同窓会役員名簿】
役 職 名 氏　　名
名 誉 会 長 新 　 谷 　 啓 　 治
名 誉 会 長 中 　 島 　 　 　 健
会 　 　 長 武 　 村 　 　 　 學
副  会  長 丹 　 下 　 富 　 博
副  会  長 後 　 藤 　 健 太 郎
監 　 　 査 鎌 　 田 　 直 　 洋
監 　 　 査 日 　 置 　 慎 　 二

学内幹事（会計） 小 　 出 　 梨 　 紗
学内幹事（庶務） 北 　 村 　 俊 　 樹



11月28日、附属高校を1999年3月に卒業された、株式会社トラムスコープ代表取締役社長の加藤敦揮氏

による文化講演会を開催しました。附属高校卒業後は日本福祉大学へ進学され、その卒業後はオーストラ

リアのシドニーに留学、2004年にはアメリカのワシントン大学に合格されています。東京と愛知でイタリア料

理店でのアルバイト経験を活かし、2006年には安城市に「ピッツェリアブル」をオープン。2011年2月に「パ

ンのトラ」安城店、翌年3月には半田店もオープンします。2014年5月には「世界で最も売れた食パン」として

ギネス記録を達成し、同年8月の24時間テレビでチャリティーパンを販売。その後、岡崎と八事にも店舗を

出店し、2020年8月食品研究所を安城市内に建設し、現在に至ります。

本講演は、「現代の成長戦略～ハレとケ～」をテーマに展開されました。日常（ケ）に非日常（ハレ）をまと

わせると、日常が特別になり、それが世界観となってブランドが生まれると分析されます。私達に身近な芸

能人や企業・ブランドを例に説明されたので、分かりやすく内容が入ってきました。また、成功の方程式とし

て、「何ができるか」に「どこで戦うか」を掛けると、「何を頑張るべきか」が分かる、と話されました。

質疑応答では、本校が今後も発展していくためにはどのような戦略を取るべきか、という、卒業生ならで

はの熱い議論がなされていました。

※表紙の写真は武村同窓会会長（左）と加藤氏

名城大学附属高等学校同窓会文化講演会
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名城オリンピック

今年度の学校行事は、新型コロナウイルスの影響で、日程の変更、文化祭の中止、名城オリンピック 1試合のみ、さ
らには天候不良によるミニサッカー／ドッジの中止と次々に規模が縮小となりました。コロナ禍のため、例年とは異
なる名城オリンピックでしたが、同窓会では、今年も熱中症対策用として、スポーツドリンクを在校生全員へ提供し
ました。
運営側（生徒会顧問）によると、昨年から名城オリンピックを愛知県体育館で実施する準備を進めてきただけに、悔
しい部分もあったようですが、終わってみれば得るものもたくさんあったそうです。名城オリンピック終了後に行わ
れた反省会では、生徒会執行部の生徒から、「今年は、担任の先生が必ず引率するということで、普段は忙しくてなか
なか一緒に応援できなかった先生と一緒に応援できた。一緒に残念がったり、喜んだり、普段見られない先生の表情
を見ることができて、とても嬉しかった」「今まで、自分達の仕事に一杯一杯で、周りを見る余裕なんてなかったけど、
今年は試合数が減って運営に少し余裕ができた分、周りを見ることができた。そうしたら、競技担当の部活動の方々、
先生方、本当に多くの人達に支えられて、名城オリンピックが運営されていることに改めて気付いた。本当に有難い
と思った」との発言を聞いて、報われたそうです。非日常の中でこそ気付けること、この苦境の中でしか得られないも
のもあるかもしれません。
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ＮＡＳＡアジア代表によるオンライン講演会

8 月 28 日、ＮＡＳＡアジア代表のガーヴィー・マッ

キントッシュ氏の講演会がオンラインで行われ、普通

科スーパーサイエンスクラスと国際クラスの生徒が参

加しました。マッキントッシュ氏からは、自身のプロ

フィールの紹介の後、アポロ計画から国際宇宙ステー

ション、また現在進められているアルテミス計画など、

ＮＡＳＡの宇宙開発についてお話をいただきました。

講演は、質疑応答も含めて英語で行われました。生徒か

らは、「マッキントッシュさんは日本で英語教師をされ

ていたということですが、その後なぜＮＡＳＡで働こ

うと思ったのですか」といったキャリアに関する質問や、「ＳＦ作品では宇宙に人が住んでいる世界が描かれていま

すが、そのような世界は実現すると思いますか」といった宇宙開発に関する質問が挙げられ、活発な質疑応答が行わ

れました。



名城同窓会ニュース No.45　令和3年3月1日［7］

体操競技部

『コロナ禍での大会』　　  　　　　　
普通科3年　相羽　拓郎

今年は新型コロナウイルスの影響でインターハイが中止となるなど非常に残念な思いをしました。しかし幸いなことに、インター
ハイの代替試合である、全日本高等学校体操競技選抜鯖江大会が10月に開催されました。アルコール消毒の徹底や、競技時
以外のマスク着用はもちろん、1ヶ月にわたる体温チェック表の記入、審判団との距離の確保など様 な々異例の条件下で開催さ
れました。当然、大きな声での応援は禁止されていたため、いつもより静かな中で演技をしました。そこで僕は、言葉にしなくても、
チームの一人一人が次の演技者に思いを託し、みんなで同じ目標に向かって演技を繋げていく姿勢からこれまでにない形の結
束力を感じました。信頼と決意の気持ちはそれでも十分に伝わるものだと思いました。そして何より、今回この選抜大会が成功し
たのは、選手だけでなく、審判、観客、補助員など大会に関係する全ての人がコロナ対策を徹底したおかげだと思います。大会
が無事開催できた背景には、様 な々方々のご協力があったことを決して忘れません。また、昨年まで当たり前のように開催されて
きた大会の一つ一つが、いかに大切で有難い機会だったのかと気付かされました。
今年は特に大変な1年でしたが、顧問の西村先生や副顧問の堀尾先生をはじめ、同窓会の方々、家族や仲間など多くの支え

のもと、充実した3年間を過ごすことができました。本当にありがとうございました。

全国大会等に出場した部活動等報告

活動等報告部

☆2020全日本高等学校体操競技選抜鯖江大会　団体出場
　つり輪5位、平行棒8位、個人総合9位（相羽拓郎）、他（山田航暉、垣内皓成、齋藤太陽）

　11月1日に、名古屋市港区にある戸田川緑地公園にて野外演奏会を行いました。コロナウイルスの影
響もあり、演奏会の機会がなくなってしまった中、野外で密に配慮できる場所ということで演奏を行う
ことができました。当日は、たくさんの家族連れが公園に遊びに来ており、足を止めて演奏を聴いてく
れました。また、生徒の保護者や吹奏楽部のＯＢ・ＯＧも演奏を見に来られ、100人以上の観客の前で
演奏をすることができました。演奏曲は、1998年に吹奏楽コンクール課題曲となったブラジリアン・
ポートレートや、子供達に大人気のおしりたんていの曲などを演奏しました。また、星野源のアイデア
に合わせてダンスを披露し、演奏会を盛り上げ、観客の方々に楽しんでいただきました。何度もアン
コールをもらい、生徒達にとって良い本番の機会となりました。

戸田川緑地芝生広場での吹奏楽演奏会

名城同窓会ニュース No.45　令和3年3月1日［6］地域で活躍
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陸上競技部

『1人では乗り越えられなかった壁』　　  　　　　　
総合学科3年　齋藤　みゆに

☆JOCジュニアオリンピックカップ全国高等学校陸上競技大会2020
　高校女子走高跳7位（齋藤みゆに）

私は中学生の時から陸上競技をやっていますが、
走高跳で全国入賞をしたいと強く思ったのは高校2年
生の時の東海高校総体がきっかけです。6位までが
全国大会に出場できる中、7位で逃しました。同じ大会
で仲間が全国大会出場を決めた時、来年は一緒に
出場し入賞すると心に決めました。たくさん練習し、自
分と向き合いました。少しずつ記録を更新し秋の大会
で目標の高さを跳ぶことができました。冬季練習に入
り、次のシーズンに向けて練習を積み重ねていました
が、新型コロナウイルスの流行により部活動が停止、
地区大会から全国大会の全てが中止になり、いつ大
会ができるか、わからない中、努力している仲間がい
るのに、私は完全に気持ちが切れ、練習をしない日が
ありました。そんな自分は情けないと思ってはいてもそ
の時の私は行動に移すことはできませんでした。
7月になり、やっと大会が開催され、インターハイの代
替大会も開催されることになりました。出場できると決
まった時は嬉しさより不安が大きかったけど2年生の
時に決めた目標を思い出し、全力で練習に励みまし
た。10月下旬の大会に向けては減量など、たくさん自
分自身に負荷をかけて専念し、当日は自信をもって挑
むことができました。そして、自己ベストで全国7位入賞
することができ、本当に嬉しかったです。
この結果を出すことができたのは頑張ろうと思わせてくれる仲間の存在、結果が良い時は一緒に喜び、良くない時は悔しがっ
てくださった顧問の谷先生、コーチ、毎日の食事に気を遣ってくれ、いつも大会を見に来てくれた両親、たくさんの支えがあったか
らです。今までたくさんのことを乗り越えられたのもこの支えのおかげです。
これからも感謝の気持ちを忘れず、頑張っていきます。大学では全国入賞、日本一を目指し自分で自分を認められるような結果
を残したいです。名城大学附属高等学校で陸上競技部の仲間と頑張れたことが自分の誇りです。
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スキー部

『スキー部で学んだこと』
普通科3年　安藤　香友希

名城大学附属高等学校スキー部には、崖のような斜面を滑るアルペンスキーと、平地や上り坂を走るクロスカントリースキーの

2種目があり、私は後者のクロスカントリースキーを選びました。私達の部活動の最大の魅力は、別々の種目が一緒に練習し、お

互いに切磋琢磨しながら、時には励まし合ってより高みを目指して努力できるところです。

「スキー」と聞くと、個人競技であるため、1人で行うイメージが強いと思いますが、そうではありません。私自身、この2年間で本

当に多くの人に助けてもらいました。人として、選手としてどうあるべきかを一から教えてくださった顧問の白戸先生を始め、スキー

部を気にかけ、応援してくださった先生方や先輩方、私達のために大会を運営してくださった方々、一緒にスキー部を引っ張って

きてくれた同級生、私が決めた練習メニューについてきてくれた後輩、そして何より2年間ずっとそばで支えてくれた家族の存在

はとても大きなものでした。この中の1人でも欠けていたのなら、今、私がこうしてスキー部の一員として名城高校にいることはな

かったと思います。本当に感謝の気持ちしかありません。

正直に言ってしまえば、スキー部で過ごした2年間は楽しいことばかりではなく、辛いことや苦しいこともたくさんありました。しか

し、しんどい時こそ踏ん張る大切さや、全てのことに貪欲に生きる姿勢を学べたことは、私にとってかけがえのない経験になりまし

た。今思えば、もっと上手くなるためにはどうしたら良いか、自分は部員のために何ができるのか、そんなことばかり考えていた日々

は、自分にとって最高の日々 だったと断言できます。

スキー部で過ごした2年間は、私にとって何にもかえられない、かけがえのない思い出です。みんなで備品を整理した日々 も、悔

しくて1人で泣いた日々 も、全てが私の宝物です。2年間本当にありがとうございました。今後ともスキー部をよろしくお願いします。

☆第69回全国高等学校スキー大会　出場
　（安藤香友希、梶野　愛、長瀬悠太、五十嵐歩冬、小澤駿佑、林　彩花）



安藤　真依
　　 あんどう　　 ま い

（数 学）
荻 島 　望

　　  おぎしま　 　  のぞみ

（英 語）
塩村　円茄

　　 しおむら　　 まどか

（国 語）
町田　浩太郎

　  まちだ 　    こうたろう

（国 語）
栗本　弘太

　　 くりもと　 　こうた

（社 会）

名古屋市の中学校を退職後、名城大学附属高等
学校の渉外室で5年間お世話になりありがとうござ
いました。私の座右の銘に次の言葉があります。「失
敗なんかない」「あきらめるから失敗になる」「あきら
めなければ失敗はない」という言葉です。皆さんも、
辛い体験をして夢をあきらめそうになったら、この言
葉を思い出し、別の方法で夢に再挑戦してください。
名城大学附属高等学校は素晴らしい学校です。名城
生の誇りを持って、あきらめることなく夢に向かって
頑張ってほしいと思います。

平成28年4月～在職

脇田　伸
 わきた　　  しん

（芸 術）

　渉外担当として2年間、皆さんのお力添えで勤めさせ
ていただきました。
　私にとって最終年度となった令和2年度は、新型コロナ
ウイルス感染症の流行で、生徒の皆さんにとっては様 な々
制約があった一年であったかと思います。そうした状況に
もかかわらず、生徒の皆さんは、よく学校のことを理解し、
協力・努力を惜しみなく様 な々ことに取り組んでいました。
これぞ名城高生の誇れる姿だと思いました。
　今後もこうした状況が暫く続くと思いますが、生徒、教
職員、保護者の皆さんの力を一つに乗り切っていってほ
しいと思います。本当にありがとうございました。

新任教諭（令和2年4月採用）紹介

退任教諭（令和3年3月末）紹介

平成31年4月～在職

梶田　典稔
　　   かじた　　   のりとし

 （社 会）

退任教諭（令和2年12月末）紹介

平成29年4月～在職

猿渡　結以
　　さるわたり　　ゆ い

（英 語）
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物　故　者（令和2年1月～12月）

ここに謹んで哀悼の意を表しますと共に、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

「名城大学附属高等学校ゆかりの物品」寄贈のお願い

　同窓会事務局では、2026年の開学100周年に向け本校ゆかりの物品の収集を始めました。ご家庭の
押入れ等で眠っている本校ゆかりの物品がありましたら是非お知らせください。

「名城大学教育振興資金-名城サポーターズ募金-」のご案内

　学校法人名城大学では、教育研究活動の充実、奨学金制度の充実、施設の整備充実、国際交流の推
進などの教育研究環境の整備に対してご支援、ご協力をいただく募金事業「名城大学教育振興資金-名
城サポーターズ募金-」を展開しております。使途の一つとして附属高等学校の教育活動充実も挙げら
れております。是非、同窓生の皆様には本事業の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いしたいと思
います。詳しい内容については、名城大学のホームページをご覧ください。書面もしくはインター
ネットでの申込み方法が掲載されています。

https://www.meijo-u.ac.jp/about/fund/fund01/

氏　　名 逝去年月日 享　年 教　科 在 職 期 間

鈴木　恒男 令和2年1月13日 74歳 元校長 平成21年4月～平成25年3月
（校長在任：平成21年4月～平成25年3月）

藤吉　洋一 令和2年3月13日 87歳 英語
社会 昭和39年4月～平成12年3月

◀写真は、諏訪宏和先生（第13回生　昭和36年3月機械科卒業
　平成16年3月退職）から寄贈いただいた卒業記念品のベルト
　用バックルです。
　写真左は1962年のもの、右は1959年定時制のものです。　
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